
５
 
日
程
 

８
：
５
０
～

８
：
５
０
～

８
：
５
０
～

８
：
５
０
～

    
９
：
２
０

９
：
２
０

９
：
２
０

９
：
２
０

    
    

受
付
 

玄
関
 

９
：
２
０
～
１
０
：
１
０

９
：
２
０
～
１
０
：
１
０

９
：
２
０
～
１
０
：
１
０

９
：
２
０
～
１
０
：
１
０

    

〈
小
学
部
は
１
０
：
０
５
ま
で
〉 

    
公
開
授
業
（
小
学
部
・
中
学
部
）
 
小
学
部
：
各
教
室
 

 

中
学
部
：
運
動
場

（
雨
天
時
：
体
育
館

）
 

１
０
：
２
０
～
１
１
：
１
０

１
０
：
２
０
～
１
１
：
１
０

１
０
：
２
０
～
１
１
：
１
０

１
０
：
２
０
～
１
１
：
１
０

    
    

公
開
授
業
（
高
等
部
）

 
各
教
室

 

１
１
：
２
０
～
１
１
：
５
０

１
１
：
２
０
～
１
１
：
５
０

１
１
：
２
０
～
１
１
：
５
０

１
１
：
２
０
～
１
１
：
５
０

    
    

全
体
会

 
体
育
館

 

１
１
：
５
０
～
１
３
：
２
０

１
１
：
５
０
～
１
３
：
２
０

１
１
：
５
０
～
１
３
：
２
０

１
１
：
５
０
～
１
３
：
２
０

    
    

昼
食

 

ポ
ス
タ
ー
発
表

 

 美
術
室
・
会
議
室

 

１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０

１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０

１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０

１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０

    
    

分
科
会

 
小
学
部
：
プ
レ
イ
ル
ー
ム

 

中
学
部
：
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

 

高
等
部
：
高
等
部
教
室

 

１
５
：
０
０
～
１
６
：
３
０

１
５
：
０
０
～
１
６
：
３
０

１
５
：
０
０
～
１
６
：
３
０

１
５
：
０
０
～
１
６
：
３
０

    
    

講
演
会

 
体
育
館

 

１
６
：
３
０

１
６
：
３
０

１
６
：
３
０

１
６
：
３
０

    
    

閉
会

 
 

６
 
講
演
 

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
尊
感
情
を
大
切
に
し
た
支
援
と
授
業
 

 
～
こ
こ
ろ
の
基
盤
を
育
て
、
支
え
る
～
 

小
島
 
道
生
 

氏
（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

 

       ７
 
申
込
方
法
 

 
 
 
参
加
申
込
は
、
郵
便
、

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
 
 
申
込
用
紙
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
 
 
 
申
込
期
日
 
平
成
２
５
年
１
月
１
８
日
（
金
）

 

 
 
 
 
 
 
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

 

 
 
 
 
 
 
 
 
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
 
研
究
発
表
会
事
務
局

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
〒

6
4
1
-0

0
3
1
 
和
歌
山
県
和
歌
山
市
西
小
二
里
２
丁
目
５
番
１
８
号

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
T
E
L
 

0
7
3
-4

4
4
-1

0
8
0
 
 

F
A
X
 

0
7
3
-4

4
7
-2

5
9
7
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
M

a
il
 

w
ft
-k

e
n
k
y
u
@
ce

n
te

r.
w
a
k
a
y
a
m

a
-u

.a
c.
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h
tt
p
:/
/w

w
w
.p
a
l.
w
a
k
a
y
a
m

a
-u
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c.
jp

 

８
 
そ
の
他
 

（
１
）
資
料
代
 
 
当
日
、
受
付
に
て
１
，
０
０
０
円
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 

（
２
）
昼
 
食
 
 
弁
当
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
用
紙
に
て
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
弁
当
代
は
当
日
、
受
付
に
て
１
，
０
０
０
円
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 

（
３
）
ア
ク
セ
ス
 
本
校
へ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地
図
、
案
内
を
ご
覧
頂
き
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
御
来
場
く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 

 

            ご
あ

い
さ

つ
ご

あ
い
さ

つ
ご

あ
い
さ

つ
ご

あ
い
さ

つ
    

初
冬

の
候

、
皆

様
に

は
ま

す
ま

す
ご

清
祥

の
こ

と
と

お
慶

び
申

し
上

げ
ま

す
。

 

さ
て

、
本

校
で

は
、

平
成

2
3

年
度

よ
り

2
年

間
、
「

子
ど

も
の

姿
が

見
え

る
」

こ
と

を

主
軸

に
、

児
童

生
徒

の
内

面
の

捉
え

方
を

探
り

、
そ

の
内

面
に

寄
り

添
っ

た
教

育
に

つ
い

て
検

討
し

、
児

童
生

徒
が

生
涯

自
分

ら
し

く
生

き
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

た
め

に
今

必
要

な
こ

と
は

何
か

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
を

め
ざ

し
た

教
育

実
践

研
究

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

し
た

。
 

こ
の

度
、

一
連

の
研

究
成

果
を

ま
と

め
「

子
ど

も
の

内
面

の
育

ち
に

視
点

を
当

て
た

授

業
づ

く
り

」
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
研

究
発

表
会

を
開

催
す

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

 

ご
多

用
の

こ
と

と
は

存
じ

ま
す

が
、

ぜ
ひ

ご
参

加
い

た
だ

き
、

皆
様

か
ら

、
ご

意
見

、

ご
教

示
を

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

和
歌

山
大

学
教

育
学

部
附

属
特

別
支

援
学

校
長

 
赤

松
 

純
子

 

 開
催

要
項

開
催

要
項

開
催

要
項

開
催

要
項

    

１
 
主
催

 
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

 

２
 
後
援

 
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
 
和
歌
山
市
教
育
委
員
会

 

 
和
歌
山
県
特
別
支
援
学
級
設
置
校
長
会

 

３
 
期
日

 
平
成
２
５
年
１
月
２
６
日
（
土
）

 

４
 
会
場

 
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
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0
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0
8
0
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0
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3
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4
7
-2

5
9
7
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「
子
ど
も
の
内
面
の
育
ち
に

「
子
ど
も
の
内
面
の
育
ち
に

「
子
ど
も
の
内
面
の
育
ち
に

「
子
ど
も
の
内
面
の
育
ち
に
    

視
点
を
当
て
た
授
業
づ
く
り
」

視
点
を
当
て
た
授
業
づ
く
り
」

視
点
を
当
て
た
授
業
づ
く
り
」

視
点
を
当
て
た
授
業
づ
く
り
」
    

～
概
要
～

 

 
発
達
障

が
い
の

あ
る
児

童
・
生

徒
の
支

援
に
お

い
て
は

、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
ス
キ

ル
や
ソ

ー
シ
ャ

ル
ス
キ

ル
な

ど
ス
キ
ル

を
高
め

る
こ
と

は
大
切

で
す
。

た
だ
、

子
ど
も

の
支
援

は
、
ス

キ
ル
獲

得
に
と

ど
ま
る

の
で
は

な
く
、

適
度

な
自
信
を

育
て
、

自
尊
感

情
を
低

下
さ
せ

な
い
こ

と
も
求

め
ら
れ

ま
す
。

特
別
支

援
教
育

の
浸
透

と
と
も

に
、
教

育
現

場
な
ど
で

は
様
々

な
支
援

の
工
夫

が
な
さ

れ
て
い

ま
す
が

、
子
ど

も
の
こ

こ
ろ
を

大
切
に

し
た
ア

プ
ロ
ー

チ
も
忘

れ
て

は
な
ら
な

い
の
で

は
な
い

で
し
ょ

う
か
。

講
演
で

は
、
こ

こ
ろ
の

基
盤
と

も
い
え

る
自
尊

感
情
に

焦
点
を

あ
て
て

、
支

援
や
授
業

で
の
実

践
に
も

つ
な
が

る
報
告

を
さ
せ

て
頂
き

ま
す
。

 

※
こ
の
案
内
は
、
本
校
高
等
部
印
刷
班
の
生
徒
が
印
刷
し
ま
し
た
。
 



                                     

―
高
等

部
―

―
高
等

部
―

―
高
等

部
―

―
高
等

部
―

    
    

青
年
期
を
迎
え
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
て
い
く
時
期
に
あ
る
高
等
部
の
生
徒
た
ち
は
、
内
面
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
今
回
の
研
究
で

は
、
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
共
に
、
自
己
実
現
を
支
え
る
指
導
の
在
り
方
を
考
え
る
。
そ
こ
で
、

「
目
的
意
識
・
自
己
決
定
」「

自
尊
感
情
・
不
安
」「

自
己
理
解
・
障
害
受
容
」
の
３
つ
の
観
点
に
絞
り
事
例
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か

ら
内
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 
グ
ル
ー
プ
１
（
目
的
意
識
・
自
己
決
定
）
 

実
践
報
告
者
 
保
科
由
美
子
 

司
会
者
 
 
 
有
田
 
孝
子
 

 

グ
ル
ー
プ
２
（
自
尊
感
情
・
不
安
）
 

実
践
報
告
者
 
松
下
 
敦
也
 

司
会
者
 
 
 
大
久
保
義
則
 

 

グ
ル
ー
プ
３
（
自
己
理
解
・
障
害
受
容
）
 

実
践
報
告
者
 
北
岡
 
大
輔
 

司
会
者
 
 
 
下
町
 
秀
之
 

 
研
究
協
力
者
 
武
田
 
鉄
郎
（
和
歌
山
大
学
教
授
）
 

山
﨑
由
可
里
（
和
歌
山
大
学
教
授
）
 

助
言
者
 
 
 
小
山
 
武
宏
（
県
学
校
指
導
課
特
別
支
援
班
指
導
主
事
）
 

 

 
本
分
科
会
で
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
協
議
し
ま
す
。
 

和
歌
山
大

学
教

育
学
部

附
属

特
別
支

援
学

校
 

平
成

平
成

平
成

平
成

2
4
2
4
2
4

2
4
年
度
研
究
発
表
会

年
度
研
究
発
表
会

年
度
研
究
発
表
会

年
度
研
究
発
表
会
    

平
成
２
５

年
１

月
２
６

日
（

土
）
 

「
子

ど
も

の
内

面
の

育
ち

に
視

点
を

当
て

た
授

業
づ

く
り

」
 

   

― ―――
中
学

部
中
学

部
中
学

部
中
学

部
― ―――
    

    
 
他
者
と
の
関
わ
り
を
広
げ
て
い
く
時
期
で
あ
る
中
学
部
段
階
に
お
い
て
大
切
に
し
た
い
「
内
面
」
と
は
何
か
を
探
っ
て
き
た
。
実
践
か
ら

導
き
出
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
発
点
に
、「

集
団
と
個
」
の
視
点
か
ら
の
整
理
や
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
更
な
る
実
践
の
積
み
重
ね
の
中
か
ら
「
内

面
の
育
ち
」
に
向
け
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、『

集
団
』『

個
（
自
己
）』

そ
れ
ぞ
れ
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
を
踏
ま

え
な
が
ら
報
告
す
る
。
 

 
提
案
者
 
 
 
西
本
 
一
史
 
 
 
 
 

実
践
報
告
者
 
井
上
 
泰
馬
（
『
集
団
』
事
例
）、

中
原
 
隆
彰
（『

個
（
自
己
）
』
事
例
）
 

司
会
者
 
 
 
岡
 
 
潔
 

研
究
協
力
者
 
江
田
 
裕
介
（
和
歌
山
大
学
教
授
）
 
 
 
 
 

助
言
者
 
 
 
上
村
 
弘
幸
（
県
学
校
指
導
課
特
別
支
援
班
指
導
主
事
）
 

―
小
学

部
―

―
小
学

部
―

―
小
学

部
―

―
小
学

部
―

    
    

自
信
や

意
欲
を
高
め
て

い
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
い

る
小
学
部
で

は
、
児
童
の
内

面
を
探
っ
て

い
く
こ
と
は
、

よ
り
適
切
な

ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
な
が
り

、
指
導
に

生
か
す
こ
と
が
で

き
る
と
考

え
て
い
る
。
子
ど

も
の
内
面

が
豊
か
に
な
る
た

め
に
、
授
業

を
通
し

て
ど
ん
な
力
を
育

む
こ
と
を

目
指
す
の
か
に
つ

い
て
検
討

し
て
き
た
。
各
ク

ラ
ス
の
取

り
組
み
か
ら
、
内

面
の
育
ち
の

捉
え
方
や
そ
の
授
業
づ
く
り
の
在
り
方
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
 

 
低
学
年
の
取
り
組
み
：『

人
と
の
関
わ
り
を
育
む
授
業
づ
く
り
 

―
R
D
I「

対
人
関
係
発
達
指
導
法
」
と
そ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
よ
り
―
』
 

 
 
 
実
践
報
告
者
 
 
辻
本
 
憲
伸
、
宮
本
万
記
子
 
 
 

中
学
年
の
取
り
組
み
：『

児
童
の
特
性
に
合
わ
せ
た

iP
a
d
を
使
っ
た
授
業
』
 

 
 
 
実
践
報
告
者
 
 
浅
井
 
敏
雄
、
山
田
あ
ゆ
み
 
 
 
 

高
学
年
の
取
り
組
み
：『

言
動
を
振
り
返
り
、
し
て
み
た
い
こ
と
を
計
画
・
実
行
す
る
学
級
活
動
』
 

 
 
 
実
践
報
告
者
 
 
岡
谷
 
憲
子
、
金
丸
 
真
三
 
 
 

  
 
 
研
究
協
力
者
 
小
野
 
次
朗
（
和
歌
山
大
学
教
授
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
古
井
 
克
憲
（
和
歌
山
大
学
准
教
授
）
 

 
 
 
助
言
者
 
 
 
津
村
 
孝
幸
（
県
学
校
指
導
課
特
別
支
援
班
指
導
主
事
）
 

【
小
学
部
】

【
小
学
部
】

【
小
学
部
】

【
小
学
部
】

    
○
低
学
年
 
「
生
活
」『

ゲ
ー
ム
』
 
 
 

授
業
者
：
辻
本
憲
伸
 
宮
本
万
記
子
 
 
 

場
 
所
：
小
学
部
低
学
年
教
室
 

○
中
学
年
 
こ
と
ば
・
か
ず
 
 
 
 
 

授
業
者
：
浅
井
敏
雄
、
山
田
あ
ゆ
み
 
 
 

場
 
所
：
小
学
部
中
学
年
教
室
 

○
高
学
年
 
学
級
活
動
 
 
 
 
 
 
 

授
業
者
：
岡
谷
憲
子
、
金
丸
真
三
 
 
 
 

場
 
所
：
小
学
部
高
学
年
教
室
 

    【
中
学
部
】

【
中
学
部
】

【
中
学
部
】

【
中
学
部
】

    
○
全
学
年
 
保
健
体
育
『
サ
ッ
カ
ー
』
 
 

授
業
者
：
井
上
泰
馬
 
中
原
隆
彰
 
西
本
一
史
 
 

場
 
所
：
運
動
場
（
雨
天
時
：
体
育
館
）

    
    【
高
等
部
】

【
高
等
部
】

【
高
等
部
】

【
高
等
部
】

    
○
普
通
科
１
グ
ル
ー
プ
 
「
生
活
」『

友
だ
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト
』
 

 
授
業
者
：
谷
重
男
 
松
下
敦
也
 

 
場
 
所
：
１
Ｆ
教
室
 

○
普
通
科
２
・
３
グ
ル
ー
プ
 
「
生
活
」『

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
』
 

授
業
者
：
下
町
秀
之
 
保
科
由
美
子
 
辻
岡
麻
起
子
 
道
上
里
砂
 

 
場
 
所
：
３
Ｆ
教
室
 

○
総
合
産
業
コ
ー
ス
１
・
２
年
 
セ
ル
フ
デ
ザ
イ
ン
『
お
悩
み
相
談
室
』
 

授
業
者
：
大
塚
誠
子
 
増
井
健
則
 

 
場
 
所
：
２
Ｓ
教
室
 

○
総
合
産
業
コ
ー
ス
３
年
 
セ
ル
フ
デ
ザ
イ
ン
『
My

年
表

i
n
和
附
特
』
 

授
業
者
：
三
木
理
恵
子
 
有
田
孝
子
 

 
場
 
所
：
３
Ｓ
教
室
 

 

小
学
部
・
中
学
部
 
9
:2
0
～
10
:
1
0 

 
 
高
等
部
 
 
 
1
0
:2
0
～
11
:
1
0 

公
開

授
業

公
開

授
業

公
開

授
業

公
開

授
業

    

各 学 部 で の 取 り 組 み に つ い て 、 

事 例 検 討 や グ ル ー プ セ ッ シ ョ ン 等 を 

交 え な が ら 発 表 ・ 意 見 交 換 を 行 い ま す 。 

分 科 会分 科 会分 科 会分 科 会 

講 講講講
    
演 演演演

    
    

発
達
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
尊
感
情
を

発
達
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
尊
感
情
を

発
達
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
尊
感
情
を

発
達
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
尊
感
情
を

    

大
切
に

し
た
支
援
と
授
業

大
切
に

し
た
支
援
と
授
業

大
切
に

し
た
支
援
と
授
業

大
切
に

し
た
支
援
と
授
業

    

～ ～～～
こ
こ

ろ
の
基
盤
を
育
て
、

支
え
る
～

こ
こ

ろ
の
基
盤
を
育
て
、

支
え
る
～

こ
こ

ろ
の
基
盤
を
育
て
、

支
え
る
～

こ
こ

ろ
の
基
盤
を
育
て
、

支
え
る
～

    

    
講
師

講
師

講
師

講
師

    
    
小

島
小

島
小

島
小

島
    

道
生

道
生

道
生

道
生

    
氏 氏氏氏
    

（ （（（
岐
阜

大
学
教
育
学
部
准
教

授
）

岐
阜

大
学
教
育
学
部
准
教

授
）

岐
阜

大
学
教
育
学
部
准
教

授
）

岐
阜

大
学
教
育
学
部
准
教

授
）
 

本
校
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
 

自
主
研
究
の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

ポ
ス
タ
ー
発
表

ポ
ス
タ
ー
発
表

ポ
ス
タ
ー
発
表

ポ
ス
タ
ー
発
表
    


